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＜白金標準、WPIC、26トンの供給不足、地上在庫 4ヶ月半に修正・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

WPIC 第 2 四半期 PGM 需給報告では、2025 年の総供給量は鉱山供給量が 6％減少する 5 年ぶ

りの低水準が見込まれ 3％減の 217.8トンと予測、総需要は中国におけるプラチナ宝飾需要

や投資需要が堅調であり、244.1トンと予測し、2025年の需給バランス予測は 26.3トンの

供給不足とし、地上在庫は 22％減少の 92.3トンになると予測し、需要カバーの期間は 4ヶ

月半と予測している。そのため報告では供給不足を再確認したが、第 1 四半期に比べ供給

不足が 4 トン改善し、地上在庫も 1 ヶ月半の改善を示しているも、WPIC は「年内について

はプラチナ市場は構造的な供給不足に陥っており、プラチナへの投資は依然として魅力的

であり、2025 年は極めて力強い伸びを示すと予測されています」と記載している。 

そのため一時的に外的な動きに価格が抑えられたとしても、下値は堅く大きく下落する可

能性は低くなっていると思われる。 

特に白金標準先物は、NY 白金が 1400 ドルを超えた事から、6200 円を固める値動きを見せ

ており、今月に高値を付けた 6342円に向けた値動きが強まると思われる。ただ今週の FOMC

以降の金価格の値動きに注意は必要であり、6000円以下は買い場に思える。 

＜テクニカル＞ 

白金標準先物の週足を MACD と RCI で見た場合は、MACD では MACD とシグナルが重なり維持

している。また RCI では短期が上昇し、長期は高値を維持している。そのため週足が指数

平滑移動平均線を上回るなど強気を維持した状況に思える。 
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月 16 日現在）です。手数料額は相場変動により増減する場合があります。  
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